
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

	

電
子
自
治
体
の
推
進
に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
末
時
点
で
ど
の
く
ら
い

達
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

	

国
が
定
め
る
自
治
体
の
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
度
に
本
市
の

Ｄ
Ｘ
推
進
基
本
方
針
を
定
め
、
６
本
の

大
き
な
柱
を
設
け
た
が
、
令
和
６
年
度

で
完
了
、
若
し
く
は
着
手
し
て
い
る
。
令

和
７
年
度
に
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
本

格
運
用
を
開
始
し
、
全
て
完
了
と
な
る
。

広
報
活
動
推
進
事
業

	

シ
ス
テ
ム
関
連
保
守
委
託
が
高
額

と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
っ
た
の
か
。

	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
シ
ス
テ
ム
改
修

や
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
大
学

生
の
ア
イ
デ
ア
の
提
案
を
受
け
て
視

覚
的
に
訴
え
る
も
の
へ
と
変
更
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
・
若
者
応
援
サ
イ

ト
を
新
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

職
員
配
置

	

技
術
職
の
採
用
や
配
置
に
関
し
て

は
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
行
っ
て
い
る

の
か
。

	

技
術
職
を
含
め
職
員
の
採
用
や
配

置
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
人
事
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、
来
年
度
の
事
業
予
定
な

ど
か
ら
何
人
が
必
要
で
あ
る
か
な
ど
、

各
課
の
要
望
を
聞
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

に
割
振
り
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
の
安
全
安
心
見
守
り
カ
メ
ラ
設

置
事
業

	

各
中
学
校
区
に
１
か
所
、
計
６
か

所
の
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
場
所
に
設
置
し
た
の
か
。

	

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
各
中
学

校
区
で
地
域
の
方
、
学
校
、
警
察
と
協

議
し
、
最
適
な
場
所
を
選
定
し
た
も
の

で
あ
る
。

子
ど
も
防
災
体
験
学
習
事
業

	

小
学
４
年
生
が
対
象
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
３
年
生
や
６
年
生
に
対

し
て
も
体
験
学
習
を
行
っ
た
の
か
。

	

防
災
学
習
の
市
内
見
学
は
４
年
生

を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
学
校
か
ら
別

の
学
年
に
対
す
る
要
望
も
あ
り
、
受
入

れ
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　令和６年度の一般会計、特別会計、企業会計の各決算認定について、９月定例会の会期中に決算
審査を行い、本会議において、全件を認定しました。

（※歳入歳出差引額から翌年度繰越財源 3億4,823万8千円を除いた額）

令和６年度 各会計決算認定

たつの市では、予算決算特別委員会を設置し、
3つの分科会に分かれて決算を審査しています。

開催日
9月  9日
9月16日

福祉文教分科会 経済建設分科会

予算決算特別委員会

総務生活分科会

●一般会計
●土地取得造成事業特別会計
●揖龍公平委員会事業特別会計
●国民健康保険事業特別会計
●後期高齢者医療事業特別会計

●一般会計
●国民健康保険事業特別会計
●介護保険事業特別会計
●病院事業債管理事業特別会計

●一般会計
●水道事業（企業会計）
●下水道事業（企業会計）
●国民宿舎事業（企業会計）

一般会計
決　算

● 歳　入	 412億 720万1千円
● 歳　出	 399億1,599万4千円

歳入歳出差引額	 12億9,120万7千円
実質収支額※	 9億4,296万9千円
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